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勇猛果敢！ 絆が創るこの地域（まち）の未来へ！
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・広めろメンバーの想い
「８月度例会～Ｓｅｃｏｎｄ ｓｔｅｐ！繋げ想い～開催」

・迎えろ７０周年
「６０周年式典部会長～殿村先輩へインタビュー～」

・理事会通信
「第８回理事会」

・知ろう地域の輝き
彦根YEGと彦根JCが手を組んだ？

「～ＴＡＫＵＲＡＭＩ企画～」
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知ろう地域の輝き
「知ろう地域の輝きでは」地域で活躍している人物、話題のスポットを取材し記事にしていきます。今回は彦根城世
界遺産登録に向けて彦根ＹＥＧと彦根ＪＣが手を組み、その名も「ｔａｋｕｒａｍｉ」をご紹介いたします。

この度私たち彦根青年会議所（彦根ＪＣ）と彦根商工会議
所青年部（彦根ＹＥＧ）が手を取り合い、彦根城世界遺産登録
へ向けて「ｔａｋｕｒａｍｉ」を結成しました！

【第１弾】ひこねショートムービーコンテスト
ＳＮＳやＹｏｕＴｕｂｅを使った３つの部門のムービーコンテストを開催！InstagramやＴｉｋＴｏｋへ指定の
ハッシュタグをつけて動画を投稿。彦根の魅力を伝えるプロモーションムービーはＹｏｕＴｕｂｅへ投稿。
入賞者には景品もあります！

【第２弾】モバイルスタンプラリー「井伊の領地でひこねはーん！」
旧ひこね藩の領地をフィールドとして、スマホを使ったスタンプラリーを開催。チェックポイントを巡りク
イズに答えてポイントをGET！ポイントに応じた豪華景品に応募しよう！

「取り組みは大きく分けて３つ」

■公益社団法人彦根青年会議所（彦根 JC）
令和４年度理事長 横津優騎（37） 写真左
「スローガン 勇猛果敢！

絆が創るこの地域(まち)の未来へ」

■彦根商工会議所青年部（彦根 YEG）
令和４年度会長 松下和雅（41） 写真右
「スローガン スマイル

～笑顔で絆を未来に繋ぐ YEG～」

彦根城世界遺産フェスタ２０２２
公式WEBサイトはこちら→

もしくは
「彦根世界遺産フェスタ２０２２」で検索

９月１８日開催の世界遺産フェスタを軸にして、ひこね
ショートムービーコンテスト、モバイルスタンプラリー「井伊の
領地でひこねはーん！」の３部構成で地域を盛り上げていき
たいと企んでいます。

「ｔａｋｕｒａｍｉ」

【第３弾】彦根城世界遺産フェスタ９月18日（日）開催！
彦根城のお膝元、金亀公園で開催。彦根城について見て、聞
いて、学ぶ！食、音楽、エンターテイメントもあり！子どもから大
人まで楽しめる1日！

ＮＥＸＴ

その目的は…４００年以上の歴史を持ち、築城当時の姿を今
も残す彦根城。その彦根城が２０２４年度の世界遺産登録を目
指していることを広く皆様に知って欲しい。また、彦根城をはじ
めとする旧彦根藩（彦根、東近江、近江八幡、長浜、米原、多
賀町、甲良町、豊郷町、愛荘町の５市４町）地域を盛り上げ、
彦根城を世界遺産登録へ後押しする機運を醸成させたいとい
う想いを持って活動しています。
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広めろメンバーの想い
「広めろメンバーの想い」では委員会や委員長の想いを取材し記事にしていきます。今回は８月度例
会～Ｓｅｃｏｎｄ ｓｔｅｐ！繋げ想い～について夏原（慶）委員長にお話を伺います。

筆者：強固な絆確立委員会の第２段の例会ですね！８月度例会はどのような例会なので
しょうか？

夏原：今回の例会では、メンバーの皆さんに竹を伐採するところから始めてもらい、竹を加
工して、流しそうめん台を作ってもらおうと考えています。そして完成した流しそうめん
台を使って、理事長からメンバーへ想いを伝えながらそうめんを流してもらおうと考え
ています。

筆者：そうめんとは風流ですね！なぜそうめんなのでしょうか？
夏原：そうめんにしたのは夏の暑い時期なのでちょうど良いということもありますが、これはあくまでも手法で、

理事長からの想いを目に見える形で表現して、メンバーに受け取ってもらえるようにしたかったのです。

「８月度例会～Ｓｅｃｏｎｄ ｓｔｅｐ！繋げ想い～」

筆者：想いを目に見える形で表現したということですね。今回の例会は想いを伝える例会とい
うことでしょうか？

夏原：はい！理事長からの想いを受け取って、受け取った人は理事長に想いを伝え返しても
らいます。想いを伝えてもらうことも重要ですが、それまでの流しそうめん台作りをメン
バーで協力して行ってもらうことで絆を深めてもらいたいねらいもあります。最初はグ
ループごとに分かれて協力して作ってもらった竹台を最後に一つの流しそうめん台に合
体させることで、全員が一致団結できればと思っています。

筆者：絆を深めるために色々考えているのですね。
夏原：はい、そのためにもまずはメンバーの皆様ご参加よろしくお願いします。

ひこねショートムービー
コンテスト詳細ページは
こちらのＱＲコードから

アクセス

【企み第１弾】ひこねショートムービーコンテスト
３つの企みの１つはショートムービーコンテスト。
スマホを使ってどこからでも誰でも参加していただけます。

彦根のまちや圏域の魅力をＹｏｕＴｕｂｅやＳＮＳに載せて全国へ、
世界に発信してくことを目的にしています。

ムービーコンテストも３つの部門があり、ひこせかダンス部門、
井伊ネひこねはん部門、マイフェバひこね部門の中から選んで
投稿してください。

・ひこせかダンス部門
ダンサーのKZMさん（彦根市出身）考案のオリジナルダンスを

踊って、指定のハッシュタグ２つをつけてInstagramもしくはＴｉｋＴ
ｏｋへ投稿。※ハッシュタグの無いもの、間違っているものは選
考の対象外となるので注意！
指定ハッシュタグ
「#彦根城世界遺産フェスタ #ひこせかダンス」

・マイフェバひこね部門
～私の好きな彦根～をテーマに彦根城世界遺産登録に
向けたプロモーション動画を募集。

彦根城はもとより、彦根の街
並みや人など彦根の魅力に
スポットをあてた彦根のブラ
ンド力向上につながる動画
を募集します。（動画は５分
程度１０分以内）

ルールや応募方法などの詳
細は公式ＷＥＢサイトを
チェック！

・井伊ネひこねはん部門
８月よりスタートする企み第２弾のスタンプラ
リーとコラボした企画。訪れたスポットの風
景や楽しい様子など、各スポットの魅力や
雰囲気を紹介できる動画を撮影して、指定
のハッシュタグ２つをつけてInstagramもしく
はＴｉｋＴｏｋへ投稿。※こちらもハッシュタグ
の無いもの、間違っているものは選考の対
象外となるので注意！
指定ハッシュタグ
「#彦根城世界遺産フェスタ

#井伊ネひこねはん部門」
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事 業 ・ 例 会 案 内

理事会通信
この欄では青年会議所の肝と言っても過言ではない理事会の情報を紹介いたします。

・日時：５月２３日（月） １９時１４分 ～ ２１時４８分
場所：文教スタヂオ５Ｆ
●審議事項
１号議案 ４月度例会～ファーストステップ！交流を始めよう！～開催の件 取り下げ
２号議案 ２０２２年度滋賀ブロック大会野洲大会全員登録の件 全会一致をもって承認
３号議案 滋賀ブロック協議会褒賞申請の件 全会一致をもって承認
４号議案 ８月度例会～Ｓｅｃｏｎｄ ｓｔｅｐ！繋げ想い～開催の件 全会一致をもって承認
５号議案 ８月（臨時）総会開催の件 全会一致をもって承認

●２０２２年 ７月 １６日 １７日
サマーコンファレンス２０２２

●２０２２年 ７月 ２４日
彦根城写生大会表彰式

(ビバシティ彦根)

●２０２２年 ７月 ２４日～３０日
彦根城写生大会 作品展示

(ビバシティ彦根２階)

迎えろ！７０周年
彦根青年会議所は来年２０２３年で生誕７０周年！「迎えろ！７０周年」では来年度に控えた彦根

青年会議所生誕７０周年に向けての情報を記事にします。今回は６０周年時に式典部会長を勤めあげ
た殿村治美先輩にインタビューを行いました。

３号議案で審議可決された滋賀ブロック協議会褒賞申請の件では、日本青年会議所近畿地区滋賀ブロック
協議会に属する滋賀県内１１ＬＯＭが、コロナ禍である２０２０年、２０２１年の２年間で行った事業の中から１
つを選び、他ＬＯＭに発信するとともに、互いに高め合うことを目的としています。彦根青年会議所からは２０２
１年１０月に行った写生大会＆スカイランタン「１０月度事業例会～わたしたちのまち ひこね～」を申請いたし
ます。

質問：７０周年に期待することはありますか？
殿村：お祭りだと思って楽しく盛大に行って欲しいと思います。無難に終

わらせようと思えばそのようにできると思いますが、やるからには
全力で取り組んで欲しいです。そうすれば想い入れもでき、想い出
にも残ります。私も６０周年から１０年たちますが、いまだに当時
の仲間とは集まったりしますし、話題にもなります。そういった想
い出に残るような７０周年にして欲しいと思います。

ありがとうございました。彦根青年会議所７０周年にご期待下さい！

質問：式典部会の担いとはどのようなことがありましたか？
殿村：そのまま６０周年の式典に関することすべてといった感じです。準備や当日の進行等

色々ありました。あとは周年誌の作成も式典部会が行っていました。
質問 : 当時大変だったことはありますか？
殿村：当時は２つの委員会を受け持つ室長と兼任で部会長をさせていただいていて、部会メンバー

もそのまま委員会のメンバーといった形でした。やることがすごく多かったのですが、常設
委員会も忙しいこともあって、仕事の割り振りがなかなかできなかったことが大変でした。
彦根の行う周年ということで半端なことは出来ないというプレッシャーも大きかったです。

質問：７０周年を行うにあたり、アドバイスはありますか？
殿村：今はコロナ禍でなかなか難しいのかもしれませんが、各地で行われる周年

に積極的に参加して、流れをしっかり予習しておいた方が良いと思います。
色々なところで周年はあると思うので、できるだけ多い方が良いです。あ
とは今のうちから資料を集めておいた方が良いと思います。たしか事務局
に６０周年の記録ＤＶＤがあるはずなので、それもぜひ見てください。

●２０２２年 ８月 ６日
８月度例会～Ｓｅｃｏｎｄ ｓｔｅｐ！繋げ想い～開催


